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この水道週間を盛りあげ水道

に対する理解を深め、水道の健

全な発展に役立てるため、次の

ように懸賞募集をしますので奮

つてご応募下さい。 
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なお、賞・応募要件・題材など

詳しいことは、市水道課にお問

い合わせください。 
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車
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台
買
い
ま
す
 

特
に
商
店
街
の

皆
さ
ん
に
お
願

い
 

難麟 

川
 

（青森県） 五 所 

昭和45年6月1日発行 	 239号 

毎月 1 .15日 発行 	 一部3円 

発 行 所 五所川原市役所 

ぐ”’一“一ー-'~'~ .. -,. . ( 
、 農業機械の取扱いは 

、 

5 充分注意して 、 
%  
、 事故のないように （ 

（ 	してくださし、  ‘ 
( 

（佐々木市長もヘルメ ツトを冠つて） 
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広
 

市
 

原
 本

年
度
か
ら
、
保
健
衛
生
課

に
清
掃
室
を
、
都
市
計
鼻
に

下
水
道
係
を
新
し
く
つ
く
る
な

ど
、
保
健
衛
生
行
政
に
大
わ
ら

わ
な
市
で
は
、
恒
例
の
ゴ
ミ
・
 

ど
ろ
一
掃
 

「
特
別
清

掃
運
動
」
 

を
、
五
所

川
原
土
木

事
務
所
や

町
内
会
連

合
会
な
ど
 

の
協
力
を
 

●
 

・
（'
)
  

得
て
、
大
 

き
な
成
果

を
挙
げ
て

四
月
二
十

八
日
に
、
 

六
日
間
の

運
動
を
閉

じ
ま
し
た
 

こ
の
運

動
は
、
清
 

掃
室
、
建
設
課
、
交
通
安
全
対

策
室
、
五
所
川
原
土
木
事
務
所

な
ど
の
機
動
力
と
、
佐
々
木
市

長
を
は
じ
め
延
三
百
人
を
上
ま

わ
る
作
業
員
を
動
員
し
た
大
が

か
り
な
も
の
で
し
た
。
 

こ
と
し
も
ま
た
、
運
動
期
間

内
の
休
日
を
利
用
し
て
、
寺
町

岩
木
町
町
内
会
、
平
和
町
町
内

会
、
錦
町
町
内
会
、
松
島
町
町

内
会
な
ど
が
、
精
力
的
な
活
動
 

「
設
濃
晦
げ

ま
した
。
 

『」
み
は
 

き
ち
ん
と
 
・
 ・

《
 

ふ
く
ろ
に
 

？
め
て
出
L
 

ま

t
ょ
う
。
 

ロ
ー
ド
パ
 
ッカ
ー
を
も
う
一
台

購
入
す
る
こ
と
水
な
り
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
次
の

こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

◇
商
店
街
の
皆
さ
ん
は

郊
外
・
路
傍

・
堤
防

川
淵
・
堰
淵
な
ど

に

車
で
ゴ

ミ
を
捨

て
な

い
で
、
焼
却

場
に
お

運
び

く
だ
さ
い
 

◇
高
瀬
の
ゴ

ミ
焼
却
場

は
、
ゴ
ミ
の
量
に
拘

ら
ず
無
料
で

す
 

◇
ガ

ラ
ス
類
・
ブ

リ
キ

類
な
ど

の
燃
え
な
い

も
の
は
、

第
一

・
第

三
日
曜
日
に
集
め

て
 

い
ま
す
 

市
で
は
、
新
し
く
清
掃
室
な

ど
を
つ
く
っ
て
、
ゴ
ミ
・
ど
ろ

作
戦
に
鋭
意
取
組
ん
で
い
ま
す

が
、
市
民
の
生
活
様
式
の
変
化

で
、
次
第
に
ゴ
ミ
の
量
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
店

か
ら
出
る
ゴ
ミ
も
す
ご
い
も
の

で
す
。
 

そ
こ
で
、
市
で
は
、
そ
の
対

策
と
し
て
、
近
日
中
に
収
集
車
 

のゴミ●どろ一掃終る

鷺案鷲総 , 7磐ッフ 

（どろあげや草取りをする平和町の皆さん） 

（佐々木市長） 
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市
内
に
数
多

く
の
高
層
建
築

が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市

で
琳
か
ね
て
か

ら
、
屈
折
式
梯

子
付
新
鋭
消
防

車
を
日
吐
静
原

ポ

ン
プ
製
作
所

に
発
注
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ

の
程
完
成
入
庫

し
ま
し
た
の
で

五
月
六
日
、
市
 

民
文
化
会
館
で
、
佐
々
木
市
長

斎
藤
一
二
三
新
消
防
長
、
対
馬

消
防
署
長
、
高
橋
消
防
事
務
組

合
議
長
、
鶴
谷
市
消
防
団
長
、
 

荒
谷
市
消
防
審
議
会
長
ら
、
消
 

こ
の
た
び
、
五
所
川
原
市
と

鶴
田
町
と
が
、
よ
り
い
っ
そ
う

強
く
協
力
し
合
っ
て
消
防
行
政

の
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
い
う
こ

と
で
話
し
合
い
の
結
果
、
消
防

本
部
と
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
署
と

で
、
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務

組
合
を
つ
く
り
、
新
し
い
体
制

で
発
足
し
ま
し
た
。
 

消
防
行
政
の
う
え
で
、
五
所

川
原
市
と
鶴
田
町
を
ま
と
め
て
 

「
五
所
川
原
地
区
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
五
所
川
原
市
消
防
本

部
、
五
所
川
原
市
消
防
署
と
鶴

田
町
消
防
署
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合

消
防
本
部
、
五
所
川
原
消
防
署

と
鶴
田
消
防
署
に
衣
が
え
し
、
 
 

防
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席
し

て
新
鋭
車
の
入
魂
式
を
行
な
い

今
ま
で
の
「
竜

一
号
」
 「
竜
一
一

号
」
に
ち
な
ん
で
「
大
竜
号
」
 

と
命
名
し
ま
し
た
。
 

こ
の
加
鋭
車
は
、
総
費
用
千

百
万
円
、
百
九
十
五
馬
力
ェ
ン

ジ

ン
を
発
載
す
る
八
ト
ン
車
で

定
員
は
六
人
、
二
千
リ
ッ
ト
ル

の
タ
ン
ク
も
つ
い
て
い
て
、
作

業
用
ゴ

ン
ド
ラ
は
十
六
メ
1
1ト

ル
に
達
し
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
先
か

ら
更
に
四
メ
ー
ト
ル
の
補
助
梯

子
が
出
る
の
で
最
高
は
二
十
メ
 

ー
ト
ル
、
現
在
の
望
楼
の
高
さ

に
ま
で
達
し
、
高
層
建
築
物
の

消
火
作
業
は
も
ち
ろ
ん
人
命
救

助
に
も
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。
 

場
所
と
人
員
と
も
に
現
在
の
ま

ま
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
業

務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

最
近
、
消
防
行
政
の
重
要
性

が
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
な
か

で
、
単
な
る
相
互
応
援
協
定
か

ら

一
歩
進
め
て
、
消
防
事
務
組

合
と
い
う
体
制
に
ま
で
発
展
さ

せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
県
下
関

係
者
の
強
い
関
心
を
集
め
て
い

ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
消
防
事
務
組
合

の
管
理
者
は
佐

々
木
五
所
川
原

市
長
、
副
管
理
者
は
永
沢
鶴
田

町
長
で
、
新
消
防
長
に
は
前
五

所
川
原
警
察
署
長
斎
藤
一
二
三

氏
を
迎
え
、
組
合
議
長
に
高
橋

文
治
市
議
、
副
議
長
に
出
町
鶴

田
町
議
、
組
合
議
員
に
笠
井
昭
 
 

市
議
、
斎
藤
一
郎
市
議
、
小
笠

原
鶴
田
町
議
を
選
び
ま
し
た
。
 

心
配
ご

と
相
談
所

を

ご
利
用

く
だ
さ

い
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
 

日
常
の
心
配
ご
と
や
人
権
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
六
月
六
日
か

ら
、
祝
祭
日
を
除
く
毎
週
土
曜

日
の
九
時
か
ら
正
午
ま
で
市
役

所
に
お
い
て
、
市
民
の
心
配
ご

と
相
談
所
を
次
の
よ
う
に
再
開

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
六
月
六
日
 
第
一
班
 

寺
田
 
清
、
阿
部
は
つ
よ

◇
十
三
日
 

第
二
班
 

山
谷
満
広
、
北
川
孫

一
、
 

佐
藤
 
貞
 

・

◇
二
十
日
 
第

三
班
 

小
山
田
鳳
隆
、
姥
名
誠
一
、
 

大
久
保
ュ
ス
 

◇
二
十
七
日
 
第
四
班
 

渋
谷
志
郎
、
寺
田
ま
つ
 

◇
七
月
四
日
 
第
五
班
 

阿
部
芳
五
郎
、
山
内
清
祐
、
 

乗
田
あ
ね
 

◇
十
一
日
 
第

六
班
 

野
呂
金
八
郎
、
前
田
幸
一
、
 

成
田
ト
ミ
ユ
 

◇
十
八
日
 
第
七

班
 

森
 
平

内
、
太
田
春
悦
、
 

平
山
ッ
ヤ
 

◇
二
十
五
日
 
第
八
班
 

片
岡
勝
雄
、
秋
田
留
作
、
 

鶴
谷
ャ
ナ
 

（以
下
こ
の
順
序
で
続
け
ま
 

す
）
 

個
人
住
宅
・
農

山
漁
村

住
宅
建
設
お
よ
び
住
宅

改
良
資
金

を
か
し

ま
す
 

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
本
年

度
の
農
山
漁
村
住
宅
を
含
む
個

人
住
宅
の
建
設
資
金
お
よ
び
住

宅
改
良
資
金
の
借
入
れ
申
し
込

み
を
次
の
要
領
で
受
付
け
て
い

ま
す
。
 

個
人
住
宅
 

◇
受
付
期
間
 

五
月
十
八
日
ー
十
月
三
十
一

日
。
た
だ
し
、
建
物
資
金
と
土

地
資
金
の
併
せ
て
の
貸
付
け
は

七
月
二
十
日
ま
で
 

◇
受
付
場
所
 

建
設
場
所
も
よ
り
の

「
住
宅

金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
ま
た

は
「
住
宅
金
融
公
庫
受
付
取
扱

店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

◇
貸
付
利
率
 

年
五
・
五
％
 

農
山
漁
村
住
宅
 

◇
受
付
期
間
・
場
所
・
貸
付
利
 

率
は
前
記
と
同
じ
 

住
宅
改
良
 

◇
受
付
期
間
 

五
月
二
十
五
日
ー
十
月
三
十
 

一
日
 

◇
受
付
場
所
 

前
記
と
同
じ
 

◇
貸
付
利
率
 

I
 

年
六
％
 

な
お
、
詳
し
い
こ
レ
雄
」
」
、市
 

民
課
住
宅
係
ま
た
は
受
付
場
所
 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

穀
物
乾
燥

機
の
導
入

団
体
に
助
成
し

ま
す
 

米
の
過
剰
時
代
を
迎
え
て
、
 

米
の
品
質
向
上
が
益

々
重
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

本
県
は
東
北
六
県
の
う
ち
で

も
最
も
低
品
質
米
が
多
く
出
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
本
市
の
昨

年
度
の
産
米
は
四
等
米
以
下
が
 

8
4パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た

今
後
は
、
上
位
等
級
米
を
少

く
と
も
8
5パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る

努
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め

乾
燥
機
を
導
入
す
る
団
体
に
助

成
し
て
、
産
米
改
善
と
省
力
化

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

導
入
を
希
望
す
る
団
体
は
次
の

事
項
に
留
意
し
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
 

◇
団
体
は
、
米
生
産
農
家
が

二
戸
以
上
で
、
乾
燥
機
を
利
用

す
る
産
米
の
生
産
面
積
が
七

（
 

ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

◇
導
入
す
る
乾
燥
機
は
お
お

む
ね
十
五
石
以
上
で
、
設
置
場

所
が
す
で
に
あ
る
か
、
ま
た
は

乾
燥
調
整
時
ま
で
確
保
の
見
込

み
が
あ
る
こ
と
 

◇
乾
燥
機
利
用
の
規
約
を
有

し
て
い
る
こ
と
 

◇
六
月
十
日
ま
で
申
請
す
る
 

こ
、
ン
」
 

 

（中三前での救助訓練） 

  

新鋭消防車を 

「大竜号」と命名しました 
鶴
田

町
と
常
備
消

防
が
合
体

し
ま
し

た
 



'
 

板
柳
町
タ
顔
関
に
住
み
、
同

町
史
編
さ
ん
委
員
の
桜
庭
忠
司

さ
ん
 
（
6
4）
 
か
ら
、こ
の
母
甫

立
図
書
館
に
教
育
蔵
書
大
量
三

百
冊
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

桜
庭
さ
ん
は
、
大
正
十
五
年

に
旧
五
所
川
原
尋
常
高
等
女
子

部
小
学
校
を
振
り
出
し
に
、
三

十
八
年
の
永
い
間
先
生
を
し
た

人
で
す
。
 

桜
庭
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
に

鶴
田
町
公
民
館
と
板
柳
町
公
民

館
に
そ
れ
ぞ
れ
四
百
冊
、
更
に

県
立
図
書
館
に
も
ニ
百
冊
お
く
 

外
崎
千
代
吉
さ
ん

が
 

受
勲
 

市
内
旭
町
の
外
崎
千
代
吉
さ

ん
（
7
2）
は
、
春
の
叙
勲
で
、
 

永
年
の
自
治
功
労
が
認
め
ら
れ

勲
四
等
瑞
宝
章
に
叙
さ
れ
、
五

月
六
日
、
県
庁
知
事
室
で
竹
内

知
事
か
ら
伝
達
を
受
け
ま
し
た

外
崎
さ
ん
は
、
市
民
周
知
の

よ
う
に
、
 一
床
屋
の
弟
子
か
ら

一
念
発
起
し
、
小
泊
村
長
・
県

議
会
議
員
・
衆
議
院
議
員
・
市

長
を
歴
任
し
、
現
在
は
市
遺
族

会
連
合
会
長
を
つ
と
め
て
い
ま

す
。
 
 

っ
て
い
ま

す
。
 

市
立
図

書
館
に
は

こ
れ
ま
で

故

・
福
士

貞
蔵
先
生

か
ら
三
百

三
十
点
の

福
士
文
庫

青
年
会
議

所
か
ら
「
1
 

百
七
十
冊

の
児
童
文

庫
が
お
く

ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

農
林
課
・
商
工
観

光
課

清
掃
室
・
下
水
道
係
が

で
き
ま
し

た
 

市
で
は
、
四
月
一
日
付
で
、
 

次
の
よ
う
に
人
事
異
動
を
行
な

い
ま
し
た
が
、
従
来
の
農
林
商

工
課
を
農
林
課
と
商
工
観
光
課

に
分
け
、
保
険
衛
生
課
内
に
清

掃
室
を
、
都
市
計
画
課
内
に
下

水
道
係
を
あ
ら
た
に
設
け
ま
し

た
。
 ◇

企
画
総
務
課
 

課
長
沢
田
長
一
一
郎
（消
防
長
 

）
、兼
行
政
係
長
佐
藤
昌
一
（
主

査
）
、
市
民
相
談
室
長
沢
田
孫

兵
衛
（
市
民
課
長
補
佐
）
、
庶

務
係
長
阿
部
昭
雄
（
高
等
看
護

学
院
事
務
管
理
者
心
得
）
、
企

画
係
長
工
藤
専
次
（
庶
務係
長
）
 

主
事
対
馬
忠
典
（
消
防
本
部
）
 

前
田
礼
子
（
保
険
衛
生
課
）
 

◇
税
務
課
 

課
長
補
佐
寺
田
操
（
給
食
セ

ン
タ
ー
次
長
）
、
第
二
納
税
係

主
任
神
野
高
行
（
税
務
課
）
、
 

主
事
千
葉
正
和
（
福
祉
事
務
所

主
事
）
、
尾
野
兼
雄
」
（栄
支
所
 

）
、
土
岐
義
雄

（
人
事課
）
 

◇
市
民
課
 

窓
口
事
務
改
善
研
究
員
木
村
喬
 

（
水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
 

）
、
調
整
係
長
葛
西
兼
四
郎
（
 

庶
務
係
主
任
）
、
松
島
団
地
管

理
事
務
所
主
事
葛
西
富
蔵
（
市

民
課
調
整
係
長
）
、
管
理
係
主

任
小
野
鉄
男
（
主
事
）
、
主
事
 

菊
池
五
郎
（
福
祉
事
務
所
主
事
 

）
鶴
谷
光
秋
（
七
和
支
所
）
 

◇
保
険
衛
生
課
 

主
査
兼
清
掃
室
長
一
戸
栄
（
 

企
画
総
務
課
課
長
補
佐
）
、
国

民
年
金
係
主
任
小
原
満
寿

（教

育
委
員
会
）
、
対
馬
清
三

（農

林
商
工
課
）
蒔
田
美
枝
子

（同
 

）
小
田
桐
武
次

（
長
橋
支
所
）
 

◇
建
設
課
 

土
木
係
長
中
川
寿
昭
（
都
市

計
画
課
計
画
係
長
）
、
山
形
久

子
（
福
祉
事
務
所
）
 

◇
都
市
計
画
課
 

課
長
補
佐
藤
田
藤
太
郎
（
松

島
団
地
管
理
事
務
所
長
心
得
兼

松
島
支
所
長
）
、
兼
計
画
係
長

兼
下
水
道
係
長
姥
名
昭
蔵
（
課

長
補
佐
）
 

◇
農
林
課
 

課
長
長
尾
政
雄

（農
林
商
工

課
長
）
、
課
長
補
佐
船
水
良
昭
 

（同
課
長
補
佐
）
、
同
三
上
敏

一
（同
）
、
農
政
係
長
高
橋
栄
 

（同
農
林
係
長
）
、
構
造
改
善

係
長
高
橋
藤
樹

（同
商
工
観
光

係
主
任
）
、
土
地
改
良
係
長
斎

藤
広
光
（
同
土
地
改
良
係
長
）
 

国
土
調
査
係
長
佐
藤
勝
義

（
税

務
課
市
民
税
係
主
任
）
、
農
政

係
主
任
高
谷
長
市

（農
林
係
主

任
）
、
柴
田
進

（農
林
商
工
課
 

）
、
長
尾
信
夫

（同
）
、
近
藤

登

（
同
）
、
渡
辺
柾
次
郎
（
保

険
衛
生
課
）
、
佐
藤
慶
三

（農

林
商
工
課
）
、
山
上
富
士
雄

（
 

同
）
、
秋
庭
孝
樹
（
同
）
、
佐

藤
定

一
（
保
険
衛
生
課
）
 

◇
商
工
観
光
課
 

課
長
長
沢
典
三
（
西
北
中
央

病
院
管
理
課
長
）
、
課
長
補
佐

増
田
新
吉
（
税
務
課
長
補
佐
）
 

開
発
係
長
阿
部
秋
雄

（
企
画
総

務
課
統
計
係
長
）
、
商
工
係
長

沢
田
長

一
郎
、
観
光
公
園
係
長

奈
良
松
男
（
農
業
委
員
会
）
出

稼
対
策
室
長
外
崎
誠

一
（
企
画

総
務
課
同
）
、
長
尾
繁
子
（
企

画
総
務
課
）
、
長
谷
川
周
太
郎
 

（同
）
、
木
村
や
よ
倉
（
同
）
 

◇
水
道
課
 

管
理
係
長
松
本
一
男
（
保
険

衛
ル
謀
国
民
年
金
係
主
任
）
！、

 

主
事
工
藤
栄
（
毘
沙
門
出
張
所

主
事
）
 

◇
福
祉
事
務
所
 

主
事
太
田
次
男
（
保
険
衛
生

課
主
事
）
、
小
坂
勝
元
（
松
島

支
所
）
鈴
木
孝
教
（
税
務
課
）
 

三
上
し
げ
子
（
企
画
総
務
課
）
 

◇
支
所
 

栄
支
所
山

口
衛
一
（
飯
詰
支

所
）
、
飯
詰
支
所
長
心
得
対
馬

米
蔵
（
農
林
商
工
課
構
造
改
善

係
長
）
、
主
事
坂
本
繁
成
（
松

島
団
地
管
理
事
務
所
主
事
）
、
 

長
橋
支
所
主
事
工
藤
兼
広
（
水

道
課
主
事
）
、
七
和
支
所
長
大

坂
幸
雄

（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
係
長
）
、
三
橋
聖
子
（
七
和

高
校
）
、
松
島
支
所
長
心
得
対

馬
三
ッ
三
 
（同
支
所
）
 

◇
西
北
中
農
柄
院
 

高
等
看
護
学
院
事
務
管
理
者

岡
田
晴
正

（飯
詰
支
所
長
）
、
 

医
事
課
長
心
得
鈴
木
昭
夫
（
人

事
課
長
補
佐
）
、
分
院
事
務
室

長
兼
医
事
係
長
兼
給
食
係
長
佐

々
木
孝
治

（
医事
課
長
）
、
兼

管
理
課
長
佐
藤
正
雄
（
事
務
局

長
）
、
業
務
課
家
政
係
長
成
田

達
美
（
管
理
課
給
食
係
長
）
、
 

同
給
食
係
長
平
山
弘
嗣
（
同
庶

務
係
長
）
、
兼
用
度
係
長
高
橋
 

光
広
（
経
理
係
長
）
、
医
事
課

第
一
医
事
係
長
兼
第
二
医
事
係

長
佐
藤
五
郎
（
分
院
医
事
係
長

兼
給
食
係
長
）
、
兼
庶
務
係
長

釜
池
孝

（業
務
課
長
）
、
業
務

課
庶
務
係
主
任
鈴
木
登
志
夫
（
 

医
事
課
第
一
医
事
係
主
任
）
、
 

兼
第
一
医
事
係
主
任
中
村
哲
雄
 

（
同
第
二
医
事
係
主
任
）
、
分

院
医
事
係
主
任
兼
給
食
係
主
任

平
山
千
三
郎

（業
務
課
家
政
主

任
）
、
医
事
課
小
山
内
健
造

（
 

保
険
衛
生
課
）
、
農
業
委
員
会

農
政
係
長
境
良
（
第
一
係
長
兼

第
二
係
長
）
 

◇
教
育
委
員
会
 

学
校
教
育
課
長
島
谷
清
八
郎
 

（企
画
総
務
課
主
査
）
、
学
校

教
育
係
長
松
本
正

（
市
民
課
住

民
基
本
台
帳
調
査
研
究
員
）
、
 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
前
田
忠
孝
 

（
税務
課
）
、
中
央
小
学
校
成

田
次
栄

（
七
和
支
所
）
、
中
央

公
民
館
長
兼
図
書
館
長
兼
企
画

総
務
課
青
少
年
室
長
対
馬
堅
一
 

（
青
少
年
室
長
）
 

（外崎千代吉氏） 

 

桜庭先生から図書館に300冊 

 

  

(300冊の整理に大わらわの市立図書館） 
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1 鉄道妨害防止運動 」 

1  
, ◇I誉を線路で遊ばせなしでくだ’ 
S ◇近道でも、線路や鉄橋を歩かないノ 

、 でくださいh 	 f 
〉 ◇線路に、石や釘などを置かせないぐ 

く でください。 	 ノ 
（ ◇昨年度の秋鉄管内の鉄道妨害は f 
、 479件もありました。 	（ 

, 
三 	 死 亡 20 人 	う 

s 
1 	 軽 傷 18 人 	、 

き  
、 	 ありました 、 

プ
ラ
シ
を
か
け
て
．
 

出る前・寝る前 
戸締まリを忘ずれに 

」
  

誉
議

I 

一 、I 期 LI!lI 

響麟 

舞 
難 

④ 

引
揚
高
令
者
に
 

福
祉
資
金
を
貸
し

ま
す
 

県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
老

人
福
祉
対
策
の

一
環
と
し
て
、
 

引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別
交
付

金
の
支
給
に
関
す
る
法
御
吐
基

づ
き
、
引
揚
者
特
別
交
付
金
国

庫
債
券
を
受
け
た
高
A署
に

対

し
て
福
祉
資
金
の
貸
付
け
を
行

な
い
、
そ
の
福
祉
を
高
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

貸
付
け
の
対
象
と
な
る
人
は

◇
県
内
に
居
住
◇
低
所
得
者
◇

本
年
四
月
一
日
現
在
で
満
八
十

才
以
上
◇
額
面
金
額
十
六
万
円

以
上
の
国
債
の
記
名
者
と
い
う

諸
条
件
が
必
要
で
す
。
 

な
お
、
借
入
れ
申
込
書
は
、
 

第
一
回
目
は
六
月
十
日
ま
で
、
 

第
二
回
目
は
九
月
二
十
五
日
ま

で
、
共
に
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
 

も
う

一
度
登

記
済
証

を

見
て

く
だ
さ

い
 

農
地
改
革
等
に
よ
り
、
従
来

か
ら
小
作
し
て
来
た
農
地
で
、
 

当
然
自
分
に
売
渡
登
記
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
大
部

分
売
渡
登
記
を
完
了
し
ま
し
た
 
 

が
、
ま
だ
相
当
数
の
、
農
林
省

大
蔵
省
名
儀
の
も
の
が
あ
り
ま

す
の
で
、
自
分
の
耕
作
地
が
自

分
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
 

今
一
度
ぜ
手
元
の
登
記
済
証
を

調
べ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
未
登

記
の
際
は
市
農
業
委
員
会
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

総
理
府
が
主
催
す

る
「
青
年
の
船
」
事

業
は
、
規
律
あ
る
団

体
生
活
を
通
じ
て
、
 

心
身
の
鍛
練
・
文
化

の
交
流
・
視
察
・
見
 

＃
被
 
学
な
ど
に
よ
り
、
国

こ
 
際

的
視
野
を
広
め
、
 

u
「
”
 国
際
協
力
の
精
神
の

藩
「
』
 か
ん
養
等
を
目
的
と
 

q
 

し
て
い
る
も
の
で
す

女
《
ー
 が
、
本
年
度
は
来
年

青
 

二
月
上
旬
か
ら
三
月
 

下
旬
ま
で
五
十
一
日

間
の
航
海
で
、
フ
イ
リ
ピ
ン
．
 

イ
ン
ド
ネ
シ
7
・
マ
レ
イ
シ
7
 

イ
ン
ド
・
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
．
中

華
民
国
な
ど
、
東
南
ァ
ジ
ァ
諸

国
を
訪
間
す
る
予
定
で
す
。
 

県
内
か
ら
参
加
で
で
る
の
は

三
人
だ
け
で
す
の
で
希
望
者
は

六
月
十
日
ま
で
市
青
少
年
室
に

関
係
書
類
を
出
し
て
く
だ
さ
い
 
 

参
加
で
き
る
条
件
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
対
象
年
令
は
本

年
四
月
一
日
現
在
で
、
満
二
十

才
以
上
二
十
六
才
未
満
の
日
本
 

人
男
女
青
年で
す
。
 

電
気
毛
布
は

こ
の
よ
う
 

に
し
ま

つ
て
く
だ
さ

い
 

と
り
は
ず
し
の
可
能
な
発
熱

体
は
は
ず
し
、
毛
布
は
ク
リ
ー
 

ニ
ソ
グ
に
出
す
な
り
、
ブ
ラ
シ

を
か
け
る
な
り
し
て
手
入
れ
を

し
、
そ
の
あ
と
発
熱
体
と
毛
布

と
を
、
も
と
の
よ
う
に
合
わ
せ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 と
り
は

ず
せ
な
い
も
の
は
陰
干
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
内
に
電

熱
線
が
折
り
こ
ま
れ
て
い
る
の

で
強
く
は
た
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ひ
ど
い
汚
れ
の
と
こ
ろ
は

ベ
 ン
ジ
ソ
か
ア
ル
コ
ー
ル
で
お

と
し
、
あ
と
は
ふ
っ
く
ら
と
た

た
ん
で
函
に
入
れ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
 

ひ
簾
繰
百
 

無
断

で
国
有
林
に
入

る

と
罰
せ
ら

れ
ま
す
 

無
断
で
国
有
林
内
か
ら
、
錦

石
、
木
化
石
、
石
灰
石
な
ど
の

土
石
や
山
菜
を
採
取
し
た
り
、
 

特
定
場
所
以
外
の
国
有
林
に
立

入
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
必
ず

管
轄
営
林
署
の
許
可
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
 

海
上

保
安
学

校
普
通

科

の
学
生
を
募
集
し

て
い

ま
す
 

人
事
院
で
は
、
本
年
度
の
海

上
保
安
学
校
普
通
科
の
学
生
を
 

次
の
よ
う
に
募
集
し
て
い
ま
す
 

◇
受
付
期
間
 

五
月
十
一
日
ー
二
十
九
日
 

◇
受
験
資
格
 

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日
以
 

降
に
生
ま
れ
た
高
卒
の
男
子
 

◇
第
一
次
試
験
 

六
月
二
十
一
日
 
（日
）
 
に青
 

森
市
で
行
な
い
ま
す
 

◇
最
終
合
格
者
発
表
 

九
月
二
日
 

◇
修
学
年
数

？!
 

ー
ハ
か月
 

◇
待
遇
 

l
!
 

在
学
中
は
、
二
万
三
千
八
百

三
十
四
円
を
支
給
し
、
教
材
お

よ
び
被
服
を
貸
与
し
ま
す
。
な

お
、
全
寮
制
度
で
授
業
料
は
不

要
で
す
。
 

卒
業
後
は
、
俸
給
二
万
九
千

七
百
三
十
六
円
・
諸
手
当
約
五

千
七
百
円
・
計
三
万
五
千
四
百

三
十
六
円
を
支
給
し
、
主
と
し

て
巡
視
船
に
乗
船
し
、
警
備
救

難
業
務
に
従
事
し
て
も
ら
い
ま

す
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
十

五
円
切
手
同
封
の
う
え
、
0
3
 

0
青
森
市
本
町
四
丁
目

一
の
十

六
青
森
海
上
保
安
部
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

現
金
封
筒
が
五

円
に

な
リ
ま
し

た
 

郵
政
省
の
現
金
封
筒
の
売
価

は
、
こ
れ
ま
で
三
円
で
し
た
が

最
近
の
作
製
原
価
の
上
昇
で
単

価
が
五
円
以
上
に
な
っ
た
た
め

三
月
一
白
か
ら
売
価
を
五
円
に

改
め
て
お
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
売
価
の
改
正
前
に

買
っ
て
お
い
た
現
金
封
筒
は
、
 

そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。
 

市
役
所

の
執

務
時
間

を
訂

正
し

ま

す
 

午
前

八
時
半
ー
十
二
時
 

午
後

十
二
時
四
十
五
分
 

土
曜羅
揮
講
 

りませんか 


